
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

大分県教育委員会 

平成２７年度 
栄養教諭を活用した食育推進事業

報 告 書 



は じ め に 

 

 

この１０年を振り返りますと、学校における食を取り巻く環境は大きく変わりま

した。平成１７年に食育基本法の制定や栄養教諭制度の創設が行われ、平成２１年

には学習指導要領総則に食育が位置づけられるなど、学校における食育の重要性が

高まっております。食育は、学校長のリーダーシップのもと、関係教職員が連携・

協力しながら行わなければなりません。その中核的な役割を担うのが栄養教諭であ

ります。 

大分県教育委員会では、栄養教諭を活用し、学校教育活動全体を通じた食育推進

を図るために、平成２５年より「栄養教諭を活用した食育推進事業」を実施してお

ります。今年度は、豊後高田市、佐伯市、豊後大野市の３地域において本事業を実

施いたしました。実践中心校においては、実践事例報告会を開催していただき、市

内のみならず、県下から多くの方々に御参加いただき、広く県内に取組を発信する

ことができました。 

本報告書は、各実践中心校における食の課題を明確にし、設定したテーマに基づ

いて取り組んだ実践内容を取りまとめたものです。本報告書の取組事例を参考にし

ていただき、各学校や市町村での食育がさらに推進されることを期待いたします。 

結びに、御協力いただきました各推進地域実践中心校の皆様及び関係各位に対

し、厚く御礼申し上げます。 

 

 

 

平成２８年３月 

 

大分県教育庁体育保健課長 

                           蓑 田 智 通 
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１．事業の取組 
 

 
１ 趣旨 

  栄養教諭を活用し、学校、家庭、地域が連携して学校教育活動全体を通じた食育

推進が図れるよう、食育推進事業を実施し、県内の関係者に対して実践的な取組の

内容について普及・啓発を行い、もって子どもの健康の保持増進をはじめとする食

育の充実に資するものである。 

 

 
２ 事業の実施体制 

 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

 

３ 事業の内容     

（１）推進地域においての研究実践（具体的な取組内容については別掲載） 

○豊後高田市  
 

 

 

 

 

 ○佐伯市 

 

 

 

 

   ○豊後大野市 

 

 

 

 

 

 

（２）実践中心校において公開授業を実施 

   ○豊後高田市立真玉中学校 

 

 

    

＊実践中心校 豊後高田市立真玉中学校  
 テーマ１：自分の健康を自分で守ることのできる生徒を目指すための食に関する

指導の取組 

 テーマ２：豊後高田市内小中学校における食に関する指導の充実のための取組  

＊実践中心校 豊後大野市立犬飼小学校  
テーマ１：教科・領域等における食に関する指導を充実させる取組  
テーマ２：日常活動や体験活動を通じた食への関心を高め、食べ物の大切さに気

づかせる取組  

連携・普及・啓発 

情報発信 

期日：平成２７年１０月１５日（木）  
 【第１学年 学級活動】  
  題材「自分の食生活を見直そう」  

大分県教育委員会 

推進地域 市教育委員会

実践中心校  
栄養教諭  

県下小中学校 

家庭、地域、生産者等

大分県食育実践研修会 
実践発表 

＊実践中心校 佐伯市立東雲中学校  
テーマ１：自立に向け望ましい食生活と自己管理能力を身につけるための取組 

テーマ２：地域・家庭と連携した食育の取組  
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○佐伯市立東雲中学校 

 

 

 

 

 

 

○豊後大野市立犬飼小学校 

 

 

 

 

 

（３）平成２７年度大分県学校給食振興大会（大分県食育実践研修会）における 

実践発表 

○各実践中心校の教諭と担当栄養教諭による実践発表を行った。  
      
 
 
 
 
 
 

 

 

 

３ 事業の成果 

○実践中心校３校中２校が中学校であったことから、中学校での食育の取組事例を広く

紹介することができた。  
○お弁当の日に取り組んでいる学校もあり、その方法や指導内容等は、今後実施を検討

している学校の参考になったようである。  
○実践中心校における実践事例報告会では、市教育委員会の協力もあり、多くの学校か

ら参加があった。特に、栄養教諭・学校栄養職員以外の参加者が昨年に比べ、１ .４倍

と増加しており、今後さらなる食育の広がりが期待できる。  
○大分県学校給食振興大会（大分県食育実践研修会）において、実践中心校による実践

発表を行った。栄養教諭だけでなく、教諭とともに発表をすることで、教職員が連携

をして食育を進めていくことの必要性を知らせることができた。  
 
 
４ 今後の課題 

○児童生徒の食に関する課題を解決するには、栄養教諭だけでなく、学校・家庭・地域

が連携し、継続した指導を行う必要がある。事業指定がなくなった後も計画的な指導

を行うことや校内体制整備の必要性について、今後も引き続き、研修会等で働きかけ

ていきたい。  
○食育の取組を各地域で広げるために、市町村教育委員会に対し、本報告書の活用を呼

びかけていきたい。  
 

期日：平成２７年１０月２０日（火）  
 【第６学年１組 家庭科】  
   題材「ＭＹ弁当のオリジナルレシピをつくろう」  

発表者  
 豊後高田市立真玉中学校 ：教  諭  財前 由紀子  

栄養教諭  平岡 繭美  
 佐伯市立東雲中学校   ：教  諭  狩生 哲良  

栄養教諭  尾立 昭子  
豊後大野市立犬飼小学校 ：教  諭  植囿 みどり  
豊後大野市立三重東小学校：栄養教諭  甲斐 さや香  

期日：平成２７年１１月１０日（火）  
 【第２学年 総合的な学習の時間】  
   単元名「地域食材を調べて、そのよさを知ろう」  

題 材「『狩生さんが佐伯の食材を使うこだわり』について、生産者への訪

問・取材のまとめの交流を通して、自分の考えを深めよう」  
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２．各推進地域の取組 
 

 

 

              

 

１． 具体的取組等について 

テーマ１ 自分の健康を自分で守ることのできる生徒を目指すための食に関する指導の取り組み 

１． 全校生徒に対し、「生活リズム・食生活等アンケート」を行い、課題の明確化を行った。 

その結果、1 年生において、苦手な食べ物が出たときに給食でも家庭でも食べないという生徒が多く、実際の

給食時間でも好きな献立はたくさんおかわりをするが、嫌いな食べ物には手をつけないという実態があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 1年生における食に関する指導 「自分の食生活を見直そう」（学級活動） 

① 栄養のバランスを考えよう 

ある日の夕食の写真を保護者に届けてもらい、それをもとに栄養 

バランスについて考えていった。その中で、給食は成長期に必要な 

カルシウムや鉄などの栄養素がたくさん摂取できるよう考えられて 

いること、それらを残さず食べるよう、指導を行った。 

 

② 「中学期におけるスポーツ栄養とは」に学ぼう 

９月に、体育大会や新人戦に向けて安岐中学校 栄養教諭  

幸松利枝先生による「中学期におけるスポーツ栄養」の講演 

を聞いた。その中で、部活の練習に耐えうる体づくりは、 

栄養バランスのよい食事 

と生活習慣が大切である 

ことを学んだ。 

 

 

 

 

③ 食育ＳＡＴシステムを使って食事の栄養バランスをみてみよう 

講演会後、食生活の改善ができたか、栄養バランスが目に 

見えてわかる「食育ＳＡＴシステム」を使い、日常の食生活 

をふり返った。 

 

④ 試合に向けての食事について考えよう 

部活動の試合が近い生徒たちに、このままの食事内容でいいの 

かを投げかけ、班ごとに思考ツールを使って、課題をまとめた。 

講演会後は、市立図書館にあるスポーツ栄

養関連の本を借りて、展示を行った。 

推進地域 豊後高田市 ：実践中心校 真玉中学校 
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その後、料理カードを用いながら１食分の献立を作った。部活でのきつい練習に耐える体作りをするには、

食生活が大切であることを、実際のスポーツ選手の食事を示しながら授業を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 養護教諭と連携した保健集会や、外部講師による講演会の実施 

月 内容 栄養教諭による話 

5月 
生活習慣と食について見直そう 

～生活リズム・食生活等アンケート結果より～ 

朝食の内容や偏食について 

6月 

講演「スポーツ活動時における水分補給と学力向上

について」（大塚製薬 森岡剛さん） 

 

 

知って防ぐ熱中症 清涼飲料水に含まれる砂糖の量 

7月 夏野菜のパワーを知ろう・ひまわり苑の方のお話 野菜の効果的な食べ方 

9月 

講演「中学期のスポーツ栄養」     

（安岐中学校栄養教諭 幸松利枝先生） 

 

 

応急手当の方法を知ろう 疲労回復のための栄養素 

10月 しっかり食べよう朝ごはん 食べ物の働きと望ましい朝ごはん

12月 

食べることは生きること 

～はなちゃんのみそ汁を通して～ 

減塩と「豊後高だし」を使用した

みそ汁の作り方         

（だしのサンプル配布） 

１月 
全国学校給食週間               

～ノー残食ウィークの取り組み～ 

調理場の衛生管理について 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．食育コーナーの充実（掲示） 

   生徒の理解を深めるため、保健集会や講演会後、内容を 

まとめ、掲示をしたり、給食便りを発行した。 

 

６． 給食時間における食に関する指導 

給食時間に教室を訪問し、地元で 

とれる食材や栄養素について指導 

を行った。 

 

 

食事のセルフチェック表（事後） 
生徒のコメントには、「苦手な肉も少し食べることができた」や、保護者

からは「５大栄養素を取り入れた献立は、日々の中で大事だと思った」と

の感想があった。 

毎月の給食について、生産者

や栄養などについて掲示 
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７． 地域・家庭との連携 

◎北部振興局水産班・県漁協女性部宇佐支部と連携した「お魚料理教室」（２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 女性部が持ってきた新鮮な魚介類を自分たちでさばき、家庭でも挑戦してみようという意欲につながった。 

◎給食用食材生産者（ひまわり苑）とのふれあい給食（３年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎「家族のために夕食をつくろう」の取り組み 

12月の保健集会後、ごはん・みそ汁・主菜のそろった「家族のために夕食を作ろう」の取り組みを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ２ 豊後高田市内小・中学校における食に関する指導の充実のための取り組み 

１． 豊後高田市学校給食研究協議会を中心とした食に関する指導の実施 

市全体で食育を推進するため、「豊後高田市学校給食研究協議会」を中心に、各小中学校の食育担当者と連携した

食育に取り組んでいる。 

年度初めに、各学校の食に関する指導全体計画に基づきながら、「栄養教諭・学校栄養職員を活用した食に関する

指導の年間計画」を作成した。それに沿って、食育担当者と連絡・調整を行いながら、各月の指導計画の詳細を作

成した。 

 

２． 教科や学級活動における食に関する指導の実施 

指導にあたっては、栄養教諭や学校栄養職員の専門性を活かすため、担任等とＴＴで行った。また、各学校の児

童生徒の実態や発達段階に合わせて、指導案を見直したり、効果的な教材や資料作りに努めた。 

【生徒の感想】 
大変でした。自分で作ってみて、

「残されたらいやだな」と思いま

した。私はたまに残すから残さな

いようにします。 

【生徒の感想】 
いろいろ失敗したけど、喜んでくれ

たので、うれしかった。 

【保護者の感想】 
みそ汁はこれからも作れるように、

挑戦してもらいたいです。今回の取

り組みは良いきっかけとなりまし

た。 

【保護者の感想】 
『豊後高だし』でつくったみそ汁

はおいしかったです。 

野菜の生産の様子や苦労して

いることについて、話を聞く

ことができた。 
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３． 「食育の日」ひとくちメモの作成・配布 

毎月19日の「食育の日」では、豊後高田市内や大分県内で生産された食材 

 を使った献立を実施している。その資料を作成し、市内小中学校の全クラスに 

 配布した。 

 

４． 給食時間における食に関する指導 

「食育の日」を中心に、小学校の給食時間に教室を訪問し、その日に 

使われている食材や、地元でとれる食材についての指導を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

また、親子ふれあい給食や試食会時には、 

給食センターで給食が作られている様子や、 

衛生管理に気を配っていることを話し、保 

護者に対して学校給食についての理解を深 

める良い機会となった。 

 

 

 

 

５． 保護者または親子を対象とした調理教室の実施 

小学校の保護者や、親子を対象に「簡単にできる朝ごはん」の料理教室を行った。 

また、子どもが料理に興味を持ち、親子のふれあいの場としての食育の推進を図る目的で、「夏休み親子料理教室」

を行った。給食で人気のあるメニューを実際に作り、夏休みに有意義な時間を過ごせたようだった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小３ 大きく育てよう栄養の木 中３ 受験期の食生活について考えよう 

6



 

数字で変化のあった事項について 

・朝ごはんでどんなものを食べましたか。（複数回答） 

  野菜類  8人（4月）→ 13人（12月） 

  果物  1人（4月）→ 4人（12月） 

  乳類  13人（4月）→ 14人（12月） 

 

・学校給食で出されたものはどのくらい食べますか。 

  いつも全部食べる  63％（4月）→ 66％（12月） 

 

・苦手な食べ物が出たとき、あなたはどうしますか。 

  給食でも家庭でも残さない 39％（4月）→ 42％（12月） 

 給食は食べる 18％（4月）→ 26％（12月） 

 

事業全体を通じて、特に効果のあった方策等について 

○全校生徒を対象としたアンケートを実施したことで、学年ごとの生活習慣や食生活の実態をつかむことができ、

食に関する指導（授業）や保健集会、講演会などを実施することができた。 

○個々の課題が、クラス（学年）→学校の課題となり、教職員との共通理解ができた。 

○生徒が今まで以上に、健康や食について興味関心を持ってきている。 

○給食の時間を楽しみにしている生徒も多く、担任等の指導により、完食への意欲も高まってきている。 

○学校からの様々な刊行物（学校だよりや学級通信、ほけんだより等）に「食」について掲載してもらうことで、

保護者への啓発ができた。 

○市内各小中学校の食育担当者と連携をとることで、計画的に指導が行われ、ＴＴでの授業形式の指導が、ほぼ定

着してきた。 

○教育委員会が催する食育担当者連絡会において、栄養教諭・学校栄養職員がこれまで実践してきた食に関する指

導を、さらに学級や学校で広めていく取り組みを話し合うことができた。 

 

今後の課題（今回の事業により新たに見えた課題など） 

●健康や食に関する知識は得ることができても、実践し継続することが難しい。 

●2回目のアンケートでは、偏食に関して、あまり変化が見られなかった。他の教職員と連携をとりながら、根気強

く指導する必要がある。 

●生活習慣や食生活を見直す良い機会となったが、生活習慣と食生活が深く関係していることを、もっと保護者へ

投げかける必要がある。 

●中学校では部活動をはじめ、学校行事も多い。無理なく継続的に取り組める食育を行っていかなければならない。

●指導する内容が同じでも、小規模校と大規模校では指導の流れが変わってしまうため、担任や食育担当者との打

ち合わせを十分に行う必要がある。 

●市内小中学校において、計画通りに指導は行えているが、時期をずらしてもらった学校もあった。指導内容や教

材の準備を早めに行うことや、そのための研修をさらに深める必要がある。 
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１． 具体的取組等について 

テーマ１ 教科・領域等における食に関する指導を充実させる取り組み 

◎食生活アンケート調査の実施（５月） 

対象：児童および保護者 

  ・朝食を食べる習慣のある児童がほとんどであるが、主食・主菜栄養バランスのよい朝食をとれていない。 

・食べ物の選択は、自分の嗜好に影響されている児童が多い。 

・食育については、関心がある家庭がほとんどであり、学校に期待されていることも大きい。 

 

◎校内食育推進委員会を立ち上げ、推進委員を中心に食に関する指導の全体計画及び年間指導計画の見直しを行った。

 

 

 

◎食に関する指導の実践 

・クラスの課題や食に関する悩み、教科における食に関する指導など栄養教諭と担任教諭と打ち合わせを行いなが

ら授業実践に取り組んだ。 

～担任との栄養教諭とのＴＴ授業実践例～ 

【１年生学級活動 あさごはんの大切さを知ろう 】 

 

 

 

 

 

 

 

 【３年生学級活動 よくかんでたべよう 】 

 

 

 

 

 

 

 

【５年生家庭科 バランスのとれた食事をしよう 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

○授業実践後に学習内容について記載した学級通信や食育だよりを発行し、家庭への啓発を行った 

 

1 年学級ＰＴＡ目標 

「生活リズムを整えよう～早寝・早起き・朝ごはん」 

 オリジナル紙芝居を作成して朝ごはんは体のめざ

ましスイッチであることを学習した。また、元気を出す

ためにはいろいろな食べ物を組み合わせることが大

切であることを学習した。 

 授業実践後、元気を出すために朝ごはんを食べるこ

との実践を家庭と連携して取り組んだ。 

給食をもとに赤・黄・緑の食品群に分類し、赤・黄・緑

のそれぞれ組み合わせることにより栄養バランスが整

うことを学習した。 

＜児童の感想＞ 

・これからの食事は、主食・主菜・副菜・汁ものをきちんととれるよ

うにがんばりたいです。 

昆布をよくかんで食べることで、口の

中のさまざまな変化に気づき、よく噛む

ことやだ液をたくさん出すことで体によ

いことがたくさんあることを学習した。 

＜児童の感想＞ 

・これからはごはんをたべるときはよくかんで食べたい

なと思います。 

・こんぶがかたくてさいしょかめなかったけど、おいしか

ったです。やわらかいものだけでなくかたいものをえら

んでたべようと思いました。 

【研究主題】 
 食に関心を持ち、よりよい食生活をめざす子どもの育成 

推進地域 豊後大野市 ：実践中心校 犬飼小学校 
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 【６年生 ＭＹ弁当作りプロジェクト】 

   年間を通じて、総合的な学習の時間、国語、家庭科などさまざまな教科と関連させ広げていった。児童が意欲

的になる取り組みを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ２ 日常活動や体験活動を通じた食への関心を高め食べ物の大切さに気づかせる取り組み 

 

◎給食時間における指導 

・給食時間に、栄養教諭が全学年の教室で食の指導を実施した。児童の発達段階に応じて教材を工夫し、実物など

の野菜を使って、楽しくわかりやすい指導を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎保護者（家庭）との連携 

 ・保護者の食育に関する要望もあり、親子講演会を開催した。食が子どもに自信を持たせ、生き方を学ぶ種が多く、

自立につながることを教えていただいた。食の重要性を親子で再認識できた。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

・くろざとうパン 

・サケのムニエル 

・ほうれんそうサラダ

・イタリアンスープ 

・牛乳 

ふるさとメニュー「ゴーヤチャンプル」 

ゴーヤの紹介
犬飼産のじゃがいもの紹介 

講師：柴田 真祐 さん   

演題「食べることは生きること」
 

講師：河面 文 さん      

演題「いのちをいただいて感謝する」
 

＜保護者の感想より＞ 

・子どもが作る「弁当の日」を広めるためにいのちがけで講演

をしていると話されました。食べることは生きること。私たち

が生きていくために「食育」はとても重要なのだと思いました。

今後も食を大切にして子どもが健やかに育っていってくれた

らなと思います。 

・「食育」とは親子、地域、社会で学習していくプロセスなの

だと思います。失敗を繰り返し、おそれず、前向きに行うこと

で、きっと大きな力がつくことを学びました。 

家庭科 

３つの食品群について学習し

よう。 

夏休み 

家族のために朝食を作ろう。リーフ

レットにまとめよう。 

家庭科 

栄養バランスを考えた朝食

作りをしよう。 

給食時間における指導 

豊後大野市の地産地消について

知ろう。 

ＰＴＡ活動 

親子で団子汁作りに挑戦。 

家庭科 

お弁当作りのポイントを知り、計画

を立てよう。 

国語 

お弁当のパネルディスカッシ

ョンをしよう 

総合的な学習 

食推協の方から郷土料理（とりめし）

を学ぼう。 
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・ふるさと学習 

  「ふるさと大野を愛するとりくみ」のひとつとして、 

「ふるさと学習」を実践している。より深めるためにＰ 

ＴＡと連携し、親子で体験活動に取り組んだ。 

  作る楽しさや食べ物への感謝の気持ちなどを親子で分 

かち合い、絆も深めることができた。 

 

・親子給食会 

保護者から“子どもの給食を知り、家庭での食生活に 

活かしたい“という要望もあり、初めての親子給食会を 

実施した。保護者に給食の準備や食べている様子（マナ 

ーや量など）を知ってもらうよい機会となった。また、 

栄養教諭の説明を聞き、調理場の工夫や大変さ、安全性 

の配慮などについても知り、親子で食への感謝の思いを 

深めることができた。 

 

・おやじの会 

  ＰＴＡ専門部「おやじの会」は、芋畑の整備（耕うん 

やマルチ張りなど）を通して子どもたちの栽培活動を支 

援していただいた。ひとつの食材から「いのち」を感じ 

てほしいと願いながらのとりくみは、子どもたちに芋植 

えの準備をしてくださった皆さんへの感謝の気持ちや食 

に対する興味や関心をもつことにつながった。 

 

・「弁当の日」の取り組み 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎地域との連携 

いのちや健康、思いを大切にしようとする子どもを育てるために、野菜や稲を植え栽培し収穫して食べたり、食

事を作るなど体験活動に取り組んでいる。地域の人材に協力をいただき、専門的な知識や技術の指導を受けている。

繰り返すことにより、地域の人々との交流を深め、感謝の気持ちを育てることにつながっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１・２年  はじめてコース 

☆弁当箱につくってもらったご飯やおかずを詰める。 

☆作ってくれた人に感謝の気持ちを伝える。 

３・４年  親子で弁当コース 

☆親子で、一緒に弁当をつくる。 

☆できるだけ、子どもが活躍する場をつくる。 

５・６年 チャレンジコース 

☆子どもの力だけでつくる。買い物からするとよいが、できなければ

家族の協力を得てもよい。 

1年「だんご汁づくり」 
 

５年「感謝して食べるごはん・団子汁」
 

感謝の心   関心・喜び   家族の絆 

 

２年生 大豆作り          ５年生 米作り            ６年生 とりめし作り 

つ
な
い
で
く 

地
元
の
料
理
と 

自
分
の
思
い 
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◎豊後大野市の取り組み 

・「食にＴＲＹ」の推進 

教育ＴＲＹ運動の一環として食にＴＲＹが位置づけられ、市内幼小中学校全クラスに栄養教諭・学校栄養職員

が目標の到達に向け年間指導計画を作成し担任教諭等と連携し、食の指導をＴＴ授業において実践している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・夏休み子ども料理教室 

 市内の小学生を対象に子ども料理 

教室を開催した。市報「ぶんごおお 

の８月号」にて掲載した。 

 

・生産者交流給食会 

 地産地消の推進を行い、かぼちゃや 

豚肉等を学校給食に寄付していただい 

ている。生産者の思いや食べ物に感謝 

する心を育むことをねらいとして生産 

者との交流給食を開催している。 

 

・情報の発信 

給食便り、もりつけ表、ふるさとだより（毎月 19 日のふるさとメニューに合わせて）、食育ポスター、教職員

食育指導資料を作成・配布。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜目標＞ 

児童・生徒が食に関する正しい知識に基づいて自ら判断し、 

実践していく力を身に付け、望ましい食習慣を形成する 

・平成27年度重点目標・・・朝食摂取の推進、地域の産物と食文化の継承。 

・中学校の実践目標・・・「弁当の日」を設定し、家庭と連携しながら取り組む。

ふるさとだより6月号       9月給食目標ポスター            9月給食目標教職員用指導資料 

市報「ぶんごおおの８月号」 生産者交流給食会 
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数字で変化のあった事項について 

・給食の残滓量が減少した。 

  9.5％（5月） → 6.6％（8・9月） → 3.6％（12月） 

   

・家庭で食事作りや片付けをする児童が増えた。（６年） 

   32％（5月）→ 55％（12月） 

 

 

事業全体を通じて、特に効果のあった方策等について 

・教材研究がより専門的なものとなり、発達段階に応じた指導ができた。 

・「給食を残さず食べよう」を２学期の目標にして取り組んでいる学年もあり、残滓も少なくなってきている。 

・家庭への情報の発信や親子給食会の実施により、食に対する保護者の関心を高め理解を得られた。また、親子の

会話も増え絆づくりにもつながった。 

・「弁当の日」は、発達段階に応じて家庭の協力も得ながら取り組んだことで、感謝の心が育ち、作る喜びを味わい

絆を深めることができ、食の自立へと近づきつつある。 

・地域の方々をゲストティーチャーとして迎えたことにより、専門的な知識や技術だけでなく、地域のものについ

て知り、地域や食に対する思いに触れることにより興味関心を持ち、更に郷土を愛する気持ちが育ちつつある。

・児童の食の実態をもとに、学級の課題を明らかにし栄養教諭の専門性を活かした指導をすることで、効果的な学

習をすることができた。また、児童の食に対する意識や行動に変容がみられるようになった。 

・保護者や地域と連携した取り組みをすることによって、食物を大事にし、食物の生産に関わる人々へ感謝する心

も育ってきている。 

・教職員の食育に対する意識も高まり、栄養教諭と連携した食育の指導は軌道に乗ってきている。 

 

今後の課題 

・今後も保護者と連携した取り組みを継続するため、PTAや親子で実践できる環境作りや意識啓発のための情報発信

等の工夫をしていかなければならない。 

・ゲストティーチャーの「ふるさとを知り人を愛し、自然や文化を守る」という強い思いを受け継いでいくために

も、更に地域の方々との交流を広げ、知識や技術を教えていただいたり郷土や食に対する思いを聞いたりする活

動を仕組んでいきたい。 

・今後も、保護者や地域、栄養教諭と連携しながら研究を継続していきたい。 
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３．実践事例報告会指導案等 

 

 

 

【豊後高田市立真玉中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１学年 

  学級活動 

     題 材 「自分の食生活を見直そう」 
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第 1 学年学級活動学習指導案

平成 27 年 10 月 15 日（木）第 5 校時

第 1 学年 20 名

指導者 教諭(T1) 財前由紀子

栄養教諭(T2) 平岡 繭美

臨時学校栄養職員(T3) 小泊 幸枝

１ 題材 「自分の食生活を見直そう」

内容 （２）ケ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成

２ 題材設定の理由

本学級の生徒は、明るく活発で学習・活動意欲は高い。しかし、入学してからの 2 ヶ月で食生活と生活

習慣の乱れなどが、アンケートの結果と給食の様子からわかってきた。朝ご飯はほとんどの生徒が食べて

いるが、その内容については、課題が多かった。例えば、脂質をたくさん含んだ菓子パン類、炭水化物だ

けといったものである。また、偏食も多く、嫌いな食べ物は学校でも家庭でも手をつけない生徒の割合が

25%と他学年に比べて多かった。これは、食べることが自分の体をつくっているという意識が低いため、好

き・嫌いという判断で食事が行われてきたからだと考えられる。また、生活習慣の乱れから、朝ご飯が食べ

られなかったり，偏っていたりするためか、だるさを感じている生徒もいる。食生活と生活習慣は学校だけ

では限界があり、家庭の協力が不可欠であることも見えてきた。

本題材「自分の食生活を見直そう」では、生徒の生活に欠かせない学校行事と部活動の試合をきっか

けにし、練習に耐えうる基礎体力づくりは、食習慣から始まるということを学習する。自らの生活を振り返

り、改善する方法を模索していく中で、部活動だけでなく、日ごろの学校生活をいきいきと過ごせる体づく

りをめざしていこうとする自主的・自律的な態度が養えるのではないかと考える。ここでは、行事や大会で

練習の成果を試したいという目標が明確にあるので、実践しようという意欲が引き出せるのではないかと

期待している。とはいえ、生徒はまだ中学生である。家庭内での食事の管理は保護者が行っているた

め、得た知識から実際に食事を作ることは、ほとんどないだろう。しかし、意識して食事を取ること、そし

て、将来的に食事を整える年代となったときに、得た知識が生きてくると考え、本題材を設定した。

そこで、食育ＳＡＴシステムを使って一人ひとりに食品を選ばせながら、摂取カロリーや栄養バランスを

考える体験活動を取り入れる。食生活は、誰にとっても身近な問題であり、生涯にわたって健康を維持す

るものである。そこで、試合に向けた食生活をするにはどうしたらよいかを考えることを通して、健康で安

全な生活をするための判断力、実践する力を付けさせたい。そのために、多様な意見を出させる方法とし

て、思考ツールを用いて、出た課題の改善方法を考えさせていきたい。

３ 指導のねらい

○健康でたくましい体をつくるために、自分の食生活を見直そうとする意欲を持つ。

○スポーツ選手の食事を知ることによって、体をつくるためには、食事のバランスが大切であることに気

づく。

○思考ツールを使って、話し合い活動ができる。
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４ 食育の視点

○ 食事の重要性

（栄養バランスの取れた食事が体の成長や自らの健康に重要であることを理解する。）

○心身の健康

（体の成長や健康のために、自分の年齢や活動に応じた食事を取ることができる。）

○食品を選ぶ力

（食品に含まれている栄養素やその働きを理解し、成長期にとって適切な食品選択ができる。）

５ 評価の視点と本実践における評価規準

【学級活動 （２）「適応と成長及び健康安全」】

集団活動や生活への関心・ 集団や社会の一員としての 集団活動や生活についての

意欲・態度 思考・判断・実践 知識・理解

自分の食生活の充実と向上に 日常の食生活における自分の課 健康で安全な生活を送ることの

関わる問題に関心を持ち、自主 題を見いだし、よりよい解決方法 大切さや実践の仕方などについ

的、自律的に日常の生活を送ろ などについて考え、判断し、実践 て理解している。

うとしている。 している。
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６ 展開の過程

（１）事前の指導と生徒の活動 （総時間数４時間）

次 指 導 内 容 時 類 評価の観点 評 価 規 準

指 導 項 目 間 型 関心 思考 知識

１ ・「ある日の晩ご飯」の写真をもとに栄 １ 習 ○ ・栄養バランスを考えた

養バランスを考えた食事にするには何 得 食事をしようとしているか。

7/15 を加えたらいいかを考えさせる。 (観察)(感想用紙)

・既習知識の復習(栄養素)

・給食の大切さを知らせる。

２ ・「中学期におけるスポーツ栄養とは」 １ 習 ○ ・栄養バランスが取れた

を聞く。(保健集会) 得 食事が基礎体力を作るとい

9/11 ・基礎体力をつくるには、栄養バランス う点を理解しているか。

が取れた食事が必要であることを理解 (観察)(感想用紙)

させる。

３ ・前日（日曜日）の食事を想起し、 １ 習 ○ ・前日の食事の良い点、

SAT システムを使って食品を選ばせ、 得 課題点が見いだせている

9/28 栄養バランスを確認させる。 か。

・良い点、課題点を見つけさせる。 活 （観察）

用 ○ （付せん）

４ ・ SAT システムから見た栄養バランス １ 活 ○ ・自分の食事を見直し、改

シートを見ながら、試合に向けての日 用 善しようとする意欲を持って（

本 ごろの食事の改善方法・生活リズムの いるか。（観察）

時 整え方を考察する。 （食生活改善宣言シート）

）

（２）本時案

① 題目 試合に向けての食事について考えよう

② 主眼 スポーツ選手の食事を知ることによって、体を作るためには食事のバランスが

大切であることに気づき、自分の食生活を見直そうとする意欲を持つことができる。

③ 指導上の工夫

思考ツールを使って、多様な意見を引き出し、深めさせる。
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④展開

学 習 活 動 指 導 及 び 指 導 上 の 留 意 点 時間 評価及び備

Ｔ１ Ｔ２，Ｔ３ 考

１、前時（ＳＡＴシステ ○ＳＡＴシステムの結果から、 ○課題を持てなかった生徒 ５ ・ＳＡＴシス

ム）の結果について分 自分が選んだ食事内容につ にヒントを与える。 テム分析表

析する。 いて、課題を持たせる。 ・付箋

２、班に分かれ、試 ○思考ツールを使って、個 ○班をまわり、アドバイスをす １５ ・ワークシー

合に向けての食事 人の課題を班ごとにまとめ、試 る。 ト

について考える。 合に向けてどのようにしたらよ ・鉄分、カルシウム ・料理カード

いか、考えさせる。 ・ビタミン

・主食、主菜以外の献立を （野菜やカルシウム不足が

料理カードから選ばせ 体のだるさを誘発する）

る。

３、班で発表する。 ○発表形式を提示する。 ○各班の発表後に、工夫し １０ ・実物投影機

た点について評価し、コメント

をする。

４、スポーツ選手の ○スポーツ選手の食事にヒ ○スポーツ選手の食事内容 １０ ・スポーツ選

食事内容について ントを見つけさせる。 を提示し、5大栄養素がバラ 手の食事の

知る。 ンスよく含まれていることを知 写真

らせる。 ・栄養素の表

・給食についても同様である

ことを知らせる。

５、食生活改善宣言 ○自分の食生活について、 ○部活だけでなく、受験期 １０ ○自分の食事

をする。 今後の改善方法を、記入させ の食生活も同じであることを を 見 直 し 、 改

る。 知らせる。 善しようとする

・時間があれば、発表させる。 意欲を持って

・部活だけでなく、成長期の健 いるか。

康のためにもバランスの良い ・ワークシー

食事が必要であることに気づ ト

かせる。

試合で練習の成果を出すためには、普段の食事はどうあればいいだろうか。
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（３）事後の指導と生徒の活動

期日 活動の場 活動の内容 指導上の留意点 めざす生徒の姿と

評価方法

本時～ 学級活動・家庭 食事のセルフチェック表をつけ、 反省や感想を必ず記入するよ 食事の記録をとることで、

10月２１日ま 保護者にもコメントをもらう。 う、助言する。 自分の食生活について見

での1週間 偏食をなくす努力をしている姿 直すことができる。

があれば、賞賛する。

７ 資料
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　　　平成２７年度　食に関する指導 全体計画      　（豊後高田市立真玉中学校）

①

②

③ 正しい知識・情報に基づいて、食物の品質及び安全性等について自ら判断できる能力を身につける

④ 食物を大事にし、食物の生産等にかかわる人々への感謝する心をはぐくむ

⑤ 食生活のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身につける

⑥ 各地域の産物、食文化や食にかかわる歴史等を理解し、尊重する心をもつ

・食物の働きや栄養について理解し、献立・調理にも関心をもち、日常生活に生かしていくことができる。

4月 8月 12月

5月 9月 1月

6月 10月 2月

7月 11月 3月

地場産物の活用 学校給食に地域でとれた季節の野菜等を活用することにより、児童生徒が地域の生活に目を向け、地域に関心を持つことにつなげる。

個別指導 ・偏食、食物アレルギー等の個別対応

家庭・地域
との連携

・学校給食研究協議会
・生産者と連携した学校給食における地場産物の活用
・給食だより、「食育の日」を中心とした「給食一口メモ」発行

・好き嫌いなく食べよう
・バランスのとれた食事につい
て考えよう

・夏の食生活と健康について考え
よう

・感謝の気持ちをもって食事をしよう ・食生活の反省をしよう

生徒指導との関
連

・学校生活のきまり
・夏休みの生活

・冬休みの生活 ・1年間の生活の反省

保健委員会 ・給食配膳時の衛生点検　掲示資料作成　食育の日　学校給食ノー残食デー　学校給食週間　交流給食の取組

給
食
指
導
目
標

・給食のきまりを守り、協力して
楽しい食事にしよう

・自分の食生活をふり返るよい機会にし
よう

・冬の食生活と健康について考
えよう

・生活リズムを整えよう ・運動と栄養の関連について理解しよう
・給食週間にあわせ、給食の歴
史やねらいを理解しよう

・衛生に気をつけて食事をしよう
（手洗いの励行等）

　○食に関する指導
　・朝食の大切さを知ろう
　・成長期に必要な栄養素
　・栄養バランスを考えてみよう

　○食に関する指導
　・感謝して食べよう
　・1年間の給食活動の反省
　・食生活を見直してみよう

学校行事
入学式　健康診断　　そば祭の参加

中体連
体育大会　よっちょくれ祭のブースでの販売

文化祭　修学旅行
避難訓練　卒業式

総合的な学習
の時間

　　真玉を知ろう  成長期の食事 　職場体験　しいたけのコマ打ち体験
「高校調べ」　生活科・食品流通・食
品化学のある高校

特
別
活
動

学級活動

1　学　期 2　学　期 3　学　期

　○食に関する指導
　・給食のきまり
　・衛生に気をつけよう
　・夏の健康と食生活

保健体育 ・望ましい体の発育発達 ・健康と環境（人体と水）
・食生活と健康
・生活習慣病と予防

道　徳
1　主として自分自身に関すること、2　主として他の人とのかかわりに関すること、3　主として自然や崇高なものとのか
かわりに関すること、4　主として集団や社会とのかかわりに関すること

教
科
と
の
関
連

学年 第　1　学　年 第　2　学　年

・自分の生活や将来の課題を見つけ、朝食を必ず摂るなど、望ましい食習慣を理解して、実践する力を身に付ける。

技術・
家庭

・健康と食生活について
・これからの食生活について
・食生活の課題について

・調理の基礎を学ぼう（魚の調理等）
・食生活を振り返ろう
・地域や旬の食材を使って会食をしよう

・幼児が喜ぶおやつづくり
・生活に必要なもの
・商品の選択と購入

第　3　学　年

社会 ・入り交じる文化 ・食品の輸入と食糧資源

視点(学校･家庭･地域の連携による｢協育｣の推進）から

・流通のしくみ

理科 ・有機物について ・生命を維持するはたらき ・食物連鎖

食に関する指導目標

食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解する

心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事の摂り方を理解し、自ら管理していく能力を身につける

目指す生徒像

健康な心と体の育成

 
・良い食習慣を心がけている
　生徒が多い
・一部の生徒が朝食を食べる
　習慣が身に付いていなかっ
　たり、就寝時刻が遅いなど、
生活習慣の乱れが見受けられ
る。

・食文化や食品の生産・流通にっいて理解を深め、食事を通して豊かな心と望ましい人間関係を構築できる。

生徒の実態 学　校　教　育　目　標 　○新学習指導要領
　○食育基本法
　○食に関する指導の手引
　○大分県食育推進計画
　○豊後高田市教委指導方針
　

確かな学力を育み　心豊かでたくましい生徒の育成
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平
成

２
７
年

度
　

第
１
学

年
　

「
食

に
関

す
る

指
導

」
年

間
指

導
計

画
豊

後
高

田
市

立
真

玉
中

学
校

食
生

活
の

課
題

保
健

体
育

総
合

的
な

学
習

の
時

間
道

　
　

徳
生

徒
会

・
社

会
科

等
の

教
科

○
生

徒
会

保
健

部
の

取
組

（
毎

月
　

ノ
ー

残
菜

デ
ー

・
食

育
の

日
の

放
送

）

食
生

活
等

ア
ン

ケ
ー

ト
ア

ジ
ア

州
を

な
が

め
て

②

＊
自

分
の

食
べ

方
を

見
直

し
て

み
よ

う
入

り
交

じ
る

文
化

＊
成

長
期

の
食

事
の

大
切

さ
・
真

玉
を

知
ろ

う
（
中

国
・
イ

ン
ド

・
ベ

ト
ナ

ム
・
ト

ル
コ

料
理

）

　
　

好
き

嫌
い

な
く
食

べ
よ

う
「
望

ま
し

い
発

育
・
発

達
の

た
め

に
」

　
郷

土
の

食
材

を
知

ろ
う

　
　

バ
ラ

ン
ス

の
良

い
食

事
の

と
り

方
　

・
体

を
つ

く
る

・
無

理
な

ダ
イ

エ
ッ

ト
　

郷
土

料
理

を
知

ろ
う

　
・
脳

の
発

達

縄
文

の
狩

・
採

取
　

弥
生

の
稲

作

奈
良

時
代

の
人

々
の

く
ら

し

貴
族

と
一

般
の

人
々

の
食

事

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
州

を
な

が
め

て
地

域
に

よ
り

異
な

る
農

業
（
フ

ラ
ン

ス
料

理
）

○
生

徒
会

保
健

部
の

取
組

（
交

流
給

食
の

取
組

と
保

健
集

会
）
（
給

食
週

間
の

取
組

と
保

健
集

会
）

産
業

の
発

達
と

民
衆

の
生

活

農
業

の
進

歩
と

手
工

業
の

発
展

海
洋

国
家

日
本

3
水

産
資

源

＊
栄

養
教

諭
・
学

校
栄

養
職

員
等

と
の

連
携

を
通

じ
，

学
級

活
動

と
家

庭
科

で
指

導
内

容
の

関
連

性
を

図
る

。

保
健

（
心

身
の

発
達

と
心

の
健

康
）

１
学

期

学
　

級
　

指
　

導

54

教
　

科
　

・
　

領
　

域

一 学 期 二 学 期

76

生
き

る
（
生

命
の

尊
重

）
あ

な
た

は
す

ご
い

力
で

生
ま

れ
て

き
た

生
活

習
慣

と
健

康
生

活
の

リ
ズ

ム
が

心
を

成
長

さ
せ

る

三 学 期

＊
①

給
食

の
決

ま
り

能
率

的
な

配
膳

や
片

付
け

､楽
し

い
給

食
時

間
の

過
ご

し
方

､食
育

ア
ン

ケ
ー

ト

⑤
食

べ
物

の
働

き
　

　
朝

食
の

大
切

さ
を

理
解

し
よ

う
。

1 2

⑧
冬

の
食

生
活

と
健

康
風

邪
を

予
防

す
る

食
事

。

命
あ

る
も

の
私

の
愛

し
た

犬
た

ち

⑦
偏

食
の

問
題

点
偏

食
の

問
題

点
に

つ
い

て
考

え
よ

う
。

⑩
食

生
活

を
見

直
そ

う
食

生
活

を
振

り
返

ろ
う

学
期

月 1
0

1
1

1
2

②
衛

生
的

な
食

事
食

中
毒

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

④
夏

の
食

生
活

と
健

康
夏

ば
て

を
防

ぐ
好

ま
し

い
お

や
つ

・
水

分
補

給
を

考
え

る
。

有
機

物
に

つ
い

て
、

小
麦

粉
・
砂

糖
を

加
熱

す
る

と
燃

焼
し

二
酸

化
炭

素
を

発
生

9

郷
土

の
す

ば
ら

し
さ

篠
崎

街
道

い
の

ち
葉

っ
ぱ

の
フ

レ
デ

礼
儀

の
意

義
「
愛

情
貯

金
」
を

は
じ

め
ま

せ
ん

か

思
い

や
り

ぼ
く

の
ほ

う
こ

そ

＊
③

身
体

と
食

事
成

長
期

の
食

事
の

大
切

さ
を

知
る

。

⑥
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
食

事
　

栄
養

の
バ

ラ
ン

ス
に

気
づ

き
食

生
活

を
改

善
し

よ
う

。

⑨
感

謝
し

て
食

べ
よ

う
感

謝
し

て
食

べ
よ

う
。

地
域

の
産

物
を

知
ろ

う
。
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平
成

２
７
年

度
　

第
２
学

年
　

「
食

に
関

す
る

指
導

」
年

間
指

導
計

画
　

豊
後

高
田

市
立

真
玉

中
学

校

技
術

・
家

庭
保

健
体

育
総

合
的

な
学

習
の

時
間

道
　

　
徳

生
徒

会
・
社

会
科

等
の

教
科

保
健

（
健

康
と

環
境

）
○

生
徒

会
保

健
部

の
取

組

＊
２

．
生

活
の

リ
ズ

ム
と

食
事

「
水

と
わ

た
し

た
ち

の
生

活
」

（
毎

月
　

ノ
ー

残
菜

デ
ー

・
食

育
の

日
の

放
送

）

＊
３

．
栄

養
素

の
は

た
ら

き
と

食
品

人
体

と
水

日
本

の
農

林
水

産
業

＊
４

．
中

学
生

に
必

要
な

栄
養

農
業

が
か

か
え

る
課

題

食
品

の
選

択
と

調
理

＊
２

．
加

工
食

品
の

選
び

方

・
職

場
体

験
学

習
細

胞
の

呼
吸

で
生

活
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
つ

く
る

＊
３

．
調

理
の

計
画

を
し

よ
う

  
ス

ポ
ー

ツ
と

栄
養

　
学

校
給

食
に

つ
い

て

＊
２

．
調

理
の

基
本

（
肉

、
魚

、
野

菜
の

調
理

）

　
　

　
計

量
の

し
か

た
、

野
菜

の
切

り
方

・
修

学
旅

行
の

取
り

組
み

＊
肉

を
調

理
し

よ
う

＊
６

．
魚

を
調

理
し

よ
う

（
お

魚
料

理
教

室
）

　
ア

ジ
を

３
枚

に
お

ろ
し

、
エ

コ
ク

ッ
キ

ン
グ

に
挑

戦
し

よ
う

奈
良

・
京

都
の

土
産

調
べ

○
生

徒
会

保
健

部
の

取
組

（
奈

良
漬

け
・
京

漬
け

）
・
八

つ
橋

等
（
交

流
給

食
の

取
組

と
保

健
集

会
）

○
生

徒
会

保
健

部
の

取
組

（
給

食
週

間
の

取
組

と
保

健
集

会
）

　
「
食

品
の

輸
入

と
食

糧
資

源
」

「
食

糧
自

給
率

」

＊
栄

養
教

諭
・
学

校
栄

養
職

員
等

と
の

連
携

を
通

じ
，

総
合

的
な

学
習

の
時

間
と

学
級

活
動

・
家

庭
科

で
指

導
内

容
の

関
連

性
を

図
る

。

二 学 期 三 学 期

1
0

1
1

1
2

⑤
運

動
と

栄
養

偏
食

の
問

題
点

に
気

づ
き

食
生

活
を

見
直

そ
う

。

生
命

を
維

持
す

る
は

た
ら

き
、

炭
水

化
物

・
脂

肪
・
タ

ン
パ

ク
質

の
消

化
吸

収

教
　

科
　

・
　

領
　

域

一 学 期

①
給

食
の

決
ま

り
能

率
的

な
配

膳
や

片
付

け
､楽

し
い

給
食

時
間

の
過

ご
し

方
､食

育
ア

ン
ケ

ー
ト

②
食

べ
物

の
働

き
朝

食
の

大
切

さ
を

知
り

、
生

活
リ

ズ
ム

を
見

直
そ

う
。

5

③
衛

生
的

な
食

事
食

中
毒

予
防

の
た

め
の

食
事

の
仕

方
を

身
に

つ
け

よ
う

。

④
夏

の
食

生
活

と
健

康
ス

ポ
ー

ツ
時

の
水

分
の

取
り

方
に

つ
い

て
知

ろ
う

。

学
期

月
学

　
級

　
指

　
導

4 9

か
け

が
え

の
な

い
命

ゆ
う

へ
 ～

生
き

て
い

て
く

れ
て

あ
り

が
と

う

⑪
食

生
活

を
見

直
そ

う
食

生
活

を
振

り
返

り
バ

ラ
ン

ス
の

よ
い

食
事

を
し

よ
う

。

1 2 3

⑨
冬

の
食

生
活

と
健

康
成

長
期

と
カ

ル
シ

ウ
ム

の
働

き
。

＊
⑩

偏
食

の
問

題
点

偏
食

の
問

題
点

に
気

づ
き

食
生

活
を

改
善

し
よ

う
。

76

２
学

期

命
を

い
つ

く
し

む
最

後
の

パ
ー

ト
ナ

ー

心
を

形
に

あ
い

さ
つ

は
こ

と
ば

の
ス

キ
ン

シ
ッ

プ

健
康

な
生

活
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
の

み
そ

汁

ふ
る

さ
と

を
守

る
わ

が
ふ

る
さ

と
を

守
る

生
徒

会

　
１

．
食

品
の

選
び

方
に

つ
い

て
考

え
よ

う
　

２
．

食
品

の
表

示
を

知
ろ

う
　

３
．

食
品

の
保

存
を

考
え

よ
う

礼
儀

の
心

「
い

き
」
な

江
戸

し
ぐ

さ

集
団

で
の

食
事

の
マ

ナ
ー

・
自

主
研

修
の

昼
食

地
域

の
食

材
と

そ
の

調
理

１
．

地
域

の
食

文
化

を
知

ろ
う

　
２

．
行

事
食

や
郷

土
料

理
を

つ
く
っ

て
み

よ
う

⑦
感

謝
し

て
食

べ
よ

う
地

域
の

郷
土

料
理

を
知

ろ
う

。

・
役

割
と

し
て

栄
養

物
質

や
酸

素
の

運
搬

＊
⑧

冬
の

食
生

活
と

健
康

成
長

期
に

必
要

な
栄

養
を

知
ろ

う
。

⑥
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
食

事
体

を
作

る
食

べ
物

を
知

ろ
う

。
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平
成

２
７

年
度

　
第

３
学

年
　

「
食

に
関

す
る

指
導

」
年

間
指

導
計

画
　

豊
後

高
田

市
立

真
玉

中
学

校

技
術

・
家

庭
保

健
体

育
総

合
的

な
学

習
の

時
間

道
　

　
徳

生
徒

会
・
社

会
科

等
の

教
科

保
健

（
健

康
な

生
活

と
病

気
の

予
防

）
○

生
徒

会
保

健
部

の
取

組

「
健

康
の

成
り

立
ち

」
（
毎

月
ノ

ー
残

菜
デ

ー
・
食

育
の

日
の

放
送

）

　
・
生

活
習

慣
・
行

動

　
「
運

動
と

健
康

」

　
・
運

動
の

効
果

　
　

　
肥

満
の

防
止

「
高

校
調

べ
」

　
　

　
生

活
習

慣
病

の
予

防
・
治

療
　

調
理

科
や

食
物

科
の

あ
る

高
校

＊
「
食

生
活

と
健

康
」

　
生

活
科

・
食

品
流

通
・
食

品
化

学
の

あ
る

高
校

　
・
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
食

事
　

調
理

師
等

の
習

得
で

き
る

免
許

9
幼

児
の

生
活

に
役

立
つ

も
の

　
・
規

則
正

し
い

食
生

活
「
体

験
入

学
」

食
物

連
鎖

　
１

 お
や

つ
を

つ
く

ろ
う

実
際

に
調

理
や

学
習

の
見

た
り

経
験

し
た

り
す

る
。

「
先

輩
の

進
路

に
つ

い
て

聞
こ

う
」

流
通

の
し

く
み

・
生

活
科

や
調

理
科

に
進

学
し

た
人

の
話

を
聞

い
た

り
質

問
し

た
り

す
る

。
消

費
と

流
通

（
生

鮮
食

品
）

よ
っ

ち
ょ

く
れ

祭
・
自

分
の

進
路

を
切

り
拓

こ
う

需
要

と
供

給
（
市

場
価

格
）

杵
餅

づ
く

り
と

販
売

出
前

授
業

ま
た

高
校

説
明

会
等

を
参

考
に

す
る

。
○

生
徒

会
保

健
部

の
取

組

生
活

に
必

要
な

も
の

（
交

流
給

食
の

取
組

と
保

健
集

会
）

　
２

 な
ぜ

値
段

が
ち

が
う
の

だ
ろ

う
か

○
生

徒
会

保
健

部
の

取
組

商
品

の
選

択
と

購
入

（
給

食
週

間
の

取
組

と
保

健
集

会
）

　
１

 選
ぶ

と
き

の
条

件
を

考
え

て
み

よ
う

保
健

（
健

康
な

生
活

と
病

気
の

予
防

）
世

界
の

人
口

・
食

料
問

題

消
費

生
活

と
環

境
＊

「
生

活
習

慣
と

そ
の

予
防

（
１

）
」

世
界

の
飢

餓
問

題
・
ハ

ン
ガ

ー
マ

ッ
プ

　
２

 暮
ら

し
方

を
見

直
そ

う
＊

「
生

活
習

慣
と

そ
の

予
防

（
２

）
」

領
土

問
題

と
経

済
水

域
２

０
０

海
里

＊
栄

養
教

諭
・
学

校
栄

養
職

員
等

と
の

連
携

を
通

じ
，

学
級

活
動

と
保

健
で

指
導

内
容

の
関

連
性

を
図

る
。

4 1
2

学
　

級
　

指
　

導

二 学 期 三 学 期

1
0

1
1

学
期

月 2 3

教
　

科
　

・
　

領
　

域

一 学 期 ３
学

期

①
給

食
の

決
ま

り
能

率
的

な
配

膳
や

片
付

け
､楽

し
い

給
食

時
間

の
過

ご
し

方
､食

育
ア

ン
ケ

ー
ト

②
食

べ
物

の
働

き
朝

食
の

大
切

さ
を

知
り

食
生

活
を

改
善

し
よ

う
。

6 7

伝
統

と
文

化
昔

と
今

を
結

ぶ
糸

1

⑧
冬

の
食

生
活

受
験

期
の

食
事

つ
い

て
考

え
よ

う
。

5

い
じ

め
を

許
さ

な
い

心
卒

業
文

集
最

後
の

二
行

自
制

す
る

心
独

り
を

慎
む

生
き

ぬ
く

命
エ

リ
カ

　
 ―

奇
跡

の
い

の
ち

―

か
け

が
え

の
な

い
郷

土
「
稲

む
ら

の
火

」
余

話

⑨
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
食

事
偏

食
の

問
題

点
に

気
づ

き
食

生
活

を
改

善
し

よ
う

。

＊
⑩

食
生

活
を

見
直

そ
う

食
生

活
を

振
り

返
り

健
康

的
な

食
生

活
を

続
け

よ
う

。

＊
⑦

感
謝

し
て

食
べ

よ
う

日
本

型
食

生
活

の
良

さ
を

見
直

そ
う

。

生
命

の
尊

厳
生

き
つ

い
て

い
る

③
衛

生
的

な
食

事
衛

生
的

な
食

事
の

仕
方

を
身

に
つ

け
よ

う
。

④
夏

の
食

生
活

と
健

康
夏

ば
て

を
防

ぐ
食

事
を

考
え

る
。

⑤
食

事
の

マ
ナ

ー
フ

ァ
ー

ス
ト
フ

ー
ド

店
の

利
用

を
考

え
よ

う
。

⑥
脳

の
働

き
と

お
や

つ
間

食
と

夜
食

に
つ

い
て

考
え

よ
う

。
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【佐伯市立東雲中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２学年１組 

 総合的な学習の時間 

  題材 「『佐伯の食材を使う意味』について生産者への訪問・ 

取材のまとめを通して、自分の考えを深めよう」 
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第２学年 総合的な学習の時間 学習指導案 

平成 27年 11 月 10 日 

 東雲中学校２年 15名 

指導者 T1 狩生 哲良 

                                                      T2 尾立 昭子 

１ 単元名  「地域食材を調べて、そのよさを知ろう」（20時間扱い） 

 

２ 単元設定の理由 

 生徒たちは、家庭科の「地域食材をいかした弁当作り」の学習と「お弁当の日」の取組を通して、「地

域の食材に興味・関心が深まった」、「家でも、自分で料理を作ってみたい」と地域食材に関心をもって

いる。また、弁当を班で協力したり、苦労して家で作ったりすることで、弁当作りの大変さの中に、達

成感を感じたり、保護者に対する感謝の気持ちをもったりする生徒も見られる。 

とてもそう思う                 全く思わない 

 ５ ４ ３ ２ １ 

地域の食材に興味・関心が深まった ８ ５ １ ０ ０ 

家でも、自分で料理を作ってみたい 10 ２ ２ ０ ０ 

    家庭科「佐伯の食材を使った弁当作り」事後アンケートより抜粋（１名未提出） 

地域食材を使うことに関して、給食では「さいき活き活き献立」で紹介したり、献立表で地域食材に

ついて知らせたりしているが、誰がどこで作っているのかという疑問や地域食材を使うことのよさにつ

いて考える生徒は少なく、他の学年に比べて好き嫌いが多い。 

 そこで、生徒たちが家庭科の「弁当作り」で使った地域食材について、「もっと深く知りたい」という

意欲を喚起し、地域食材の生産者から学ぶ体験活動を通して、地域食材への認識を深めさせたいと考え、

この単元を構成した。 

 生産者から学ぶことは、生徒たちの視野を広げ、自分や地域を見つめ直すよい機会となり、主体的な

学習の姿が期待できる。そこで、中心的な活動として、実際に生産者を訪問し、事業所見学やインタビ

ュー、体験活動に取り組んだ。 

 生徒には、生産者の願いや思いを聴きとり、クラスメイトと交流するなかで地域食材に対する認識を

深め、生産者に対する感謝の気持ちを持たせたい。また、食材の産地に興味をもち、地産地消を意識し

て、自分の健康を支える食材を選ぶようになってほしい。さらに、地産地消のよさを知ることで、地域

の自然や食文化、産業等に関心をもち、地域に対する誇りや愛着をもってほしい。 

 

３ 単元目標 

（１）地域食材の生産者訪問を通して、生産者の工夫や苦労、生産物に対する思いを聴きとり、地域食

材に対する認識を深める。 

（２）生産者訪問で学んだ内容を班や全体で交流することを通して、地産地消の意義を理解するととも

に、品質や安全性を考えて食材を選ぼうとする態度を身に付ける。 

 

４ 単元の評価規準 

 （１）学習方法に関すること （２）自分自身に関すること （３）他者や社会に関すること 

評 

価 

規 

準 

①地域食材の生産者への聴き

とりから、課題に対する自

分の考えを深め、意見を発

表することができる。 

②クラスメイトとの意見交流

を通して、地域食材に対す

る認識を深める。 

①食材の産地に興味をもち、地産

地消を意識し、地域食材の生産

者に感謝の気持ちをもつ。 

②地域食材の生産者から学んだ

ことと、クラスメイトとの意見

交流から、品質や安全性を考え

て食材を選ぼうとしている。 

①地域食材のよさを知ることで、

地域の食文化に関心をもつこと

ができる。 

②地産地消の意義を知ることで、

地域を見直し、地域への誇りや

愛着をもつことができる。 

 

５ 単元の食育の視点 

（１）自分たちの住む地域の食材について知り、地産地消の意義を理解し、地域を支える意識をもつこ

とができる。（食文化） 

（２）生産者や調理に携わる人に対して、感謝の心をもつことができる。（感謝の心） 

(３) 自分の健康を支えるために、品質や安全性等を考え、食品を選ぶことができる。（食品を選ぶ力） 
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６ 単元の指導計画 

月日 
学習 

過程 

時

間 
主な活動内容 指導上の留意点 

評価の視点 

【評価規準】 

9/1 

(火) 

課題 

設定 

１ 

 

○学級で課題を決定。 

 

○弁当作りを通して、課題設定のキーワ

ードを提示。 

◇地域の食文化につ

いて、気付いたこ

とや疑問から、課

題を設定し、興味

をもって調べよう

としている。 

【(3)- ①】 

9/4 

(金) 

予 

想 

２ ○課題に対する考えを予

想。 

○スーパーマーケットでの外国産の食材

やコンビニ弁当、産地直送の無農薬ダ

イコンのスライドを提示。 

9/7 

(月) 

情 

報 

収 

集 

３ ○班で調べ学習を実施。

（資料の読み合わせ→

ワークシート記入） 

○家庭科の班を活用、弁当作りの地域食

材で訪問先を決定。 

○各班に担当者作成による食材の資料プ

リントを配布。 

9/15 

(火) 

４ ○インタビューの質問事

項を作成。（個人→班で

のまとめ） 

○質問内容等の記入プリントを配布。 

○生産者の食材に対する思い、工夫や苦

労、地域の特性等を聴き出す質問の作

成を支援。 

◇地域食材の産地に

興味をもち、生産

者訪問の準備に積

極的に取り組んで

いる。 

【(2)- ①】 9/25 

(金) 

５ ○地域食材の生産者訪問

の準備。 

○日程の確認と各質問の担当者決定。訪

問先でのマナーを指導。 

○インタビューでのリハーサルの場を設

定。 

9/28 

(月) 

６

７

８

９ 

○地域食材の生産者訪問

（事業所見学とインタ

ビューでの取材、体験活

動） 

○インタビューの内容を深める上で、生

産者の回答後に質問を重ねることや、

全員が取材のメモをすることを指示。

◇地域食材の生産者

の思いや願いを取

材し、自分の考え

を深め、意見をま

とめることができ

る。 

【(1)- ①】 

整 

理 

・ 

分 

析 

10 

 

11 

○生産者訪問のまとめ（班

で取材の整理） 

○個人で振り返りと課題

に対する考えを作成。 

○班にシートを配布し、回答の記録をま

とめやすいように支援。 

○取材から学んだことや課題の予想を確

認することを指示。 

9/29 

(火) 

12 ○地域食材の生産者訪問

で学んだことを交流（個

人→班会議） 

◯個人で課題に対する考

えを再考。 

○班内で振り返りの発表と、課題に対す

る考えをランキングする場を設定。 

○Ｗチャートによる課題に対する考えの

ランキング作成では、班員の発言を肯

定的に受容できるように支援。 

◇クラスメイトとの

意見交流を通し

て、地域食材に対

する認識を深める

ことができる。 

【(1)- ②】 

◇地産地消を意識

し、地域食材の生

産者に感謝の気持

をもつことができ

る。 

【(2)- ①】 

9/30 

(水) 

13  ◯前時のランキングと課

題に対する考えを交流。

◯個人で課題に対する考

えを再考。 

○班代表による課題に対する考えのラン

キング発表と、他の班員と班を編制し、

交流の場を設定。（ジグソー法活用） 

○交流時のメモを参考に、内容を再考し、

11月に発表する原稿の作成を指示。 

10/7 

(水) 

14 

 

○全体で個人の課題に対

する考えを交流、再考。

◯全員が作成した文章のプリントを配布

し、一人一人が順に音読。 

10/9 

(金) 

ま 

と 

め 

・ 

表 

現 

15 

16 

○スライドと発表原稿を

作成（弁当作り、生産者

訪問、課題に対する考え

のランキング） 

○班ごとにスライドの作成と発表の分担

を決定。 

〇各個人でスライドの発表原稿を作成。

◇地産地消の意義

を知ることで、地

域のよさを見直

し、地域への誇り

や愛着をもつこと

ができる。 

【(3)- ②】 

◇品質や安全性を

考えて食材を選ぼ

うとする態度が見

られる。 

【(2)- ②】 

11/5 

(木) 

17 

11/9 

(月) 

18 ○プレゼンテーションの

リハーサル 

○原稿を読みながら、パソコンの操作等

を支援。 

11/10 

(火) 

19 

本

時 

○各班のスライド発表と 

各個人の課題に対する

考えを発表。 

○各班と各個人の発表を聴き、メモする

ことを指示。 

〇給食の話を通して、学んだことを日常

にどう生かしていくのか示唆する。 

11/13 

(金) 

20 〇単元の振り返り。 〇まとめプリント配布・記入。 
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７ 本時案 

（１）題 材   地域食材のよさについて、自分の考えを発表しよう 
（２）主 眼   地域食材を使うことのよさについて、生産者訪問で聴き取った内容や自分の考えを

発表し合うことを通して、地産地消に対する認識を深め、地域への誇りや愛着をもつ

ことができる。 
（３）食育の視点 地域食材のよさを知ることで、地産地消の意義を理解するとともに、品質や安全性

を考えて食品を選ぼうとしている。（食文化・食品を選ぶ力） 
（４）展 開      

学習活動 時 
間 

指導及び支援 
備考 T1 T2 

１ 本時の学習課題を

確認する。 
 
 
 
 
 
２ 食育の学習を振り

返り、課題に対する考

えを発表する。 
 
 
（１）家庭科「お弁当作

り」の内容を再確認

する。 
 
 
 
（２）生産者訪問で学ん

だことや課題に対

する自分の考えを

伝える。 
①「弁当作り」で選択

した地域食材 
②生産者訪問の様子 
③「地域食材を使う」

理由のランキング 
 ④課題に対する自分

の考え 
 
 
３ 栄養教諭の思いを

聴く。 
 
 
４ まとめをする 

５ 
分 
 
 
 
 

 
35 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 
分 
 
 
５ 
分 

〇単元の学習を振り返り、

本時の学習内容と流れ

を伝える。 
 
 
 
 
〇ＤＶＤ視聴の後、班ごと

にスライドで発表させ、

課題に対する自分の考

えを発表させる。 
 
・佐伯の食材を初めて意識

した取組として、「お弁

当の日」の活動の様子を

ＤＶＤで視聴させ、学習

を振り返させる。 
 
・１班から順に、班員全員

を前に出し、発表させ

る。 
 
※スライドでの発表後、引

き続き、１人ずつ課題に

対する自分の考えを発

表させる。 
 
※発表を聴いた後に、肯定

的な態度で「いいなと思

ったところ」をメモさせ

る。 
 
 
 
 
〇「授業を通して学んだこ

とを、今後、日常生活に

どう生かしていくのか」

という考えを書く。 
 
※時間に余裕があれば、発

表を促す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇給食の話を通して、

学んだことを日常

にどう生かしてい

くのかを示唆する。

 
 

・ワークシート配

布 
・スライド説明 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・掲示物（家庭科

の調理実習） 
・ＤＶＤ「おおい

た捕物帳」（２

分） 
 
・作成したスライ

ド（１班～４

班） 
 
・課題に対する各

個人の意見文 
 
 
 
・ワークシート記

入 
 
 
・スライド（給食

時の様子）  
 
 
・ワークシート記

入 

 

「どうして、狩生さんは、佐伯の食材を使った弁当にこだわるのか？」 
自分の考えを発表しよう！ 
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食に関する指導の目標
＜文科省＞

児童生徒に「望ましい食習慣

と食に関する自己管理能力」を
身につけさせ、「生きる力」を育む ・自ら学び、向上しようと努力する生徒（自主）【知】

・友を信じ、他人を思いやり、共に助けあう生徒（信愛）【徳】
・きついことも耐え、たくましく頑張る生徒（剛健）【体】

県・市教委の指針

　生涯を通じて健康で生き生きとした生活を送り、生徒一人ひとりが正しい食事のあり方や望ましい
　食習慣を身につけ、食事を通して自らの健康管理ができるようにする

食事の重要性・・・食事の重要性、食事の喜び、楽しさの理解
心身の健康・・・心身の成長や健康のための栄養や食事のとりかた、食事と心の関係、自己管理能力
食品を選ぶ力・・・正しい知識に基づいた食品の品質・安全性の判断、食品と環境との関連
感謝の心・・・生産者への感謝、作ってくれる人へ感謝、自然への感謝
社会性・・・食事のマナー、食事を通した人間関係形成能力
食文化・・・地域の産物、食文化の理解、継承

健康と食事の関わりを知り、正しい 食生活の自立をめざし、食事の管理 食文化を理解し、生涯を通じて自らの
食習慣を実践しようとする能力を や調理ができる能力を育てる 食生活と健康を管理していく能力
育てる を育てる

給食センターとの連携

○献立表・給食便りの発行
○地域食材の活用

・心身の発達と心の ・健康と環境 ・健康な生活と疾病

健康 の予防

植物の生活と種類

・生命を維持する 家庭との連携
働き

○食生活実態調査
○郷土料理教室
○学級・学校通信

・食育に関する掲示　・栄養教諭、担任による食事のマナー ○地域生産者との交流

後片づけ等指導　・地域食材の活用　　 ○第１次産業体験学習

・食生活を振り返ろう ○郷土料理を知ろう

３年

・動物の生活と生物の進化 ・生物の成長と増え方

・私たちの生活と経済

・中学生に必要な栄養の特徴

・食品の選び方、食品の表示

・地域の食材を生かした

弁当づくり

１年 ２年 ３年

１年 ２年

・いろいろな食品の栄養素

・食事の大切さを見直そう

・食習慣について見直そう

道徳との関連
・望ましい生活習慣　・感謝・思いやりの心・充実した家庭
生活  ・伝承文化の継承・畏敬の念・生命の尊重

○ＰＴＡ広報誌

総合的な学習 ・地域を知ろう　・地域を比較しよう　・地域を興そう
地域との連携

給食時間に
おける指導

学級活動

・地域の食材とその調理

特
別
活
動

教
科
と
の
関
連

家庭科

保健体育

理科

社会

・家庭科を知ろう

・栄養素の働き

食に関する指導の全体計画

食に関する
指導の目標

食に関する指導
内容

各学年の発達段階に応じた食に関する指導の目標

＜学校教育目標＞

豊かな心と自ら学ぶ意欲を持ち、

　　　　　たくましく生きる生徒の育成
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【豊後大野市立犬飼小学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第６学年 

  家庭科 

    題 材 「『ＭＹ弁当』の計画書を完成させよう」 
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家庭科学習指導案 
指導者 6 年担任 坂井 麻衣子 

 栄養教諭 甲斐 さや香 
１、 題材名 

「MY 弁当」の計画書を完成させよう。 
 

２、 題材の目標 
○弁当を一食ととらえ、栄養のバランスも考えた献立を考えることができる。 
〇弁当を一人で作ることで、食の自立に向けての自信をつけることができる。 

 
３、 食育の視点 

○望ましい栄養や食事の摂り方を理解し、自ら管理していく能力を身につける。（心身の健康） 
〇食事の準備ができる事は、将来にわたり、健全な食生活を支えるために重要である事を理解し、実践す

ることができる。（食事の重要性） 
 
４、指導の立場 

〇児童について 
本学級の児童 31 名は、自分の手で食事を作ることに対しての興味や関心は高く、家庭科の調理実習は

意欲的に取り組むことができる。おうちの方が不在の時に、自分の食事を用意したり家族の分まで作っ

たりする児童もおり台所に立ち自らの力で食事を作ることが日常化しているようにも思う。MY 弁当作り

1 回目（OPAM 見学）では、３１人全員が「一人でおかずを作りお弁当箱につめた」または「おうちの

人と一緒に作ってお弁当箱に一人でつめた」と言う。子どもたちの意識の中に少しずつであるが食の自

立への意識が見えつつある。1 学期は、5 年生の時から栽培していたじゃがいもを収穫し、調理した。米

や野菜など、栽培から関わることで「命の大切さ」「生産者の思い」に触れることもでき、収穫の喜びを

みんなで味わうこともできた。1 学期末には、朝食作りにも挑戦した。「一人で作れる」という意識をも

ち、夏休みには「家族のために作りたい」と意欲を高めていた。「家で朝収穫したきゅうり」「秘伝の味

噌」「加えるとおいしいだろうと思ってバターを持ってきました。」「ここで水を入れるとこげないんです。」

などこれまでの経験から、調理に向かう姿もあり興味関心の高さも伺える。 
6 月に実施した食に関する実態アンケートによると、学校給食が好きな理由として「栄養のバランスが

とれた食事だから」と 50％の児童が回答しており、その大切さは実感しているようである。しかし、「嫌

いなものは家では食べない」という児童が多いことや偏食の実態もあり、給食指導だけでなく、5 年の総

合「米作り」や家庭科など他教科に渡り「栄養バランスのとれた食事を心がける」ことの必要性につい

て学習を進めてきた。また、食事は「菓子パンのみ」「外食が多い。」「おかしで済ませることがある。」

など子どもたちの食を取り巻く環境の乱れが伺え、食の自立については、本学級の児童において重要な

課題であることが分かった。 
 
〇題材について 

本題材は、6 年家庭科「くふうしよう楽しい食事」の①「バランスのよい献立を考えよう」にあたる。

栄養を考えた食事については、5 年時に、「体に必要な栄養素の種類と働きについて知る」ことや「食品

の栄養的な特徴を知り、食品を組み合わせてとる必要があることが分かる」ことについて学習しており、

五大栄養素の基本的事項についても扱っている。この学習を活かし 6 年では 1 食分の食事の献立を作る

活動を行う。食品の体内での主な働きや五大栄養素の働きから、自分の食を見直すことで問題点に気づ

き栄養のバランスを考えることの大切さを再確認させていきたい。また、「はなちゃんのみそ汁」を視聴

し、一人ひとりが食について考えるきっかけを与える。食べることは生きていくために欠かせないこと

だと自覚し主体的に学習に取り組めるようにしたい。 
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また、本活動では 1 食分の食事を「お弁当」と捉え取り組みを進めることとする。子どもたちは、弁

当作りを始めて 2 年目となり、お弁当作りには関心が高い。学んだことを遠足ですぐに実践できそうだ

と思える教材であり学習の見通しを持ちやすい。さらに、弁当作りをすることは、家庭とつながり、食

品に目を向け、食品を選択する力など様々な視点から子どもの生きる力を育み、自立につながることが

期待できる。朝食作りの経験から、栄養のバランスを考えた献立を作成する学習へのつながりも期待し

たい。 
 

〇指導について 
努力遠足に持っていく弁当作りに向けて「MY 弁当 PROJECT」（総合的な学習の時間）の取り組みを

行う。その中でも、家庭科や国語科等の他教科や給食指導などと関連を図りながら、横断的に学習を進

める。家庭科の食生活教育の内容をおさえると共に、他教科等での食育と有機的な連携を図りたい。ま

た、栄養教諭と共に学習することは、食に関しての専門家であり説得力があることや、これまで本学級

の児童と食に関わる取り組みを共にしてきたこともあり、子どもたちの自信につながると考えられる。 
本単元では、まず給食を教材として献立の作り方やお弁当作りのポイント（栄養のバランス・旬・作

成時間・価格・彩り・衛生・地産地消）について栄養教諭と共に説明する。そして次への課題「MY 弁当」

の献立作りにつなげていく。本時では、学んだ弁当作りのポイントをふまえ作成した「MY 弁当計画書」

を見直す。今回は、食品群の表を用いて栄養のバランスを確認し、不足している栄養素を補えるよう助

言をもらう。また、子どもたちがこだわって作っている弁当のイメージを否定しないよう、肯定的なア

ドバイスを心がける。助言する際には、食品群がそろっていれば栄養バランスが整っているとする。栄

養面だけに固執せず、自分で弁当を作ることに興味関心を高め、自信がもてるようにしたい。MY 弁当計

画書ができたら、ペアで伝え合う活動をする。ペアで自分の弁当を宣伝することで、互いの考えを知り

合ったり、深め合ったりする場としたい。献立を作り、実践していくことは子どもたちにとっては初め

ての体験でもあり、「MY 弁当作り」の取り組みにおいても欠かすことのできないものである。食の自立

に向けて「自分で食事を作ることができた」と自信を持てることや「早く作りたい。」「もっと、こうし

たい。」と意欲が高まることを期待する。本時の活動をとおして、お弁当を作るときも「栄養のバランス

に気をつけていくとよい」と子どもたち自身が気づき、計画段階から栄養の視点で作成していた児童に

ついては、再確認できるとよい。10 月 22 日には努力遠足がある。そこで計画にそってお弁当作りを実

践する。献立を考える活動から、MY 弁当を作り、自分で食べるまでの全ての活動を通して、食に対して

の向上心や自己肯定感が高まるよう取り組む。今後は、家族（相手）を意識し、１食分の食事の調理が

できるよう学習を進めていく。 
 
５、食育と関連した取り組み 

 取り組み 内容 
4 月 お迎え遠足の弁当作り（学校行事）  これまでの経験をもとに自分で弁当を作る。 

5 月 OPAM 見学 「第 1 回 弁当の日」  「MY 弁当」作り 
6 月 植物の成長と水の関わり（理科） 

「じゃがいも料理に挑戦しよう」（家庭科） 
・５年生の時から栽培していたじゃがいも 
 １人１つのじゃがいもを調理 

6 月 「朝食の大切さを知ろう」（家庭科） 
◎栄養のバランスを意識した朝食作りに挑戦 

 導入時に栄養教諭より手洗い指導 
 計画をもとにした朝食作り。 

7 月 親子給食試食会 保護者と児童で給食の試食（感想は別紙） 

7 月 学期末 PTA（家庭科） 
 

 朝食作りの反省をもとに、おうちの人に朝食作り

をするための計画作り。 
７月～ 「朝食パンフレットを作ろう」（国語）  学習したことや実践したことを、国語で学習した

「パンフレット作り」を活用し、まとめる。 
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６、指導計画（全５時間） 

 
 
 

夏休み ・「おうちの人を朝食でもてなそう」 
・家庭の「秘伝の○○」を作ろう 

～PTA 目標との関連～ 

 計画をもとに家の誰かに朝食を作りもてなす。 
 家の味を「つなぐ」ため、こだわりの 1 品に挑戦 
 リーフレットにまとめる。 

９月 MY エプロンで MY 弁当作り！  「MY 弁当作りは、MY エプロンで取り組もう」と題しエ

プロン作りを行う。 

10 月  
 

MY 弁当 PROJECT（総合） 

パネルディスカッションをしよう（国語） 
自分たちの考えをまとめ、発表する討論会を行う。 
ふるさとのよさを学ぼう（給食指導） 
給食における地産地消のよさを知る。 
地域の食材を利用したおかず 
食推協の方と地域の食材を利用した食に触れる。 
MY 弁当の計画書を完成させよう（家庭科） 
献立の作り方を知り、実際に計画を立て、完成させる。

11 月 「弁当作りの取り組みを全校に発信しよう」

（オープンスクール）（総合） 
弁当作りを通して学んだこと、感じたことをまと

め、全校に発信する。 
常時活動 食育関連の本に触れる（読書タイムや学級） 調べ学習ができるように関連する本を教室に用意。

ねらい 

学習活動 

時

間 

評価規準・評価方法 

家庭生活への 

関心・意欲・態度

生活を創意 

工夫する能力 

生活の技能 家庭生活についての

知識・理解 

①食べることの

意味を考えるこ

とができる。 

１ 「食べること」に

ついて考え、自分

で作ることに関心

を持っている。 

   

②「MY 弁当作り

PROJECT」の学習

計画を立てる。 

１ 活動に対して意欲

をもつことができ

ている。 

   

③「MY弁当」の献

立を考えよう。 

○弁当作りのポ

イントを知る。 

○MY 弁当の献立

を作成する。 

２ 食事に関心を持

ち、弁当の献立を

作ろうとしてい

る。 

  弁当の献立の作り方

について理解してい

る。 

④「MY弁当」の計

画書を完成させ

よう。 

○栄養のバラン

スを確かめる。 

○足りない栄養

素を補い完成さ

せる。 

１ 

  

本

時 

毎日の食事に関心

を持ち、弁当（１

食分）の献立を完

成させようとして

いる 

MY 弁当の計画書

を、栄養のバランス

の視点から見直し、

自分なりに工夫し

ている。 
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７、本時案 
（１）題目 MY 弁当作り PROJECT～「MY 弁当」の計画書を完成させよう～ 
（２）主眼 自分で作成している MY 弁当計画書を、食品群の表をもとに見直すことを通し、弁当作りにお

いても栄養のバランスを考えることが大切なことに気づき、より栄養バランスの整った計画書

を完成させることができる。 
（３）評価規準 
・毎日の食事に関心を持ち、弁当の献立を完成させようとしている。（関心・意欲・態度） 
・立てていた弁当の計画を、栄養のバランスの視点で見直し自分なりに工夫することができる。（創意・工夫） 
（４）展開 

 
 

活動 時 指導及び指導上の留意点 評価及び備考 
1. これまでの活動

をふり返りなが

ら本時の学習の

めあてをつかむ。 
 
 
 
2. 考えた弁当の献

立を見直し、MY
弁当の計画書を

完成させる。 
 
 
 
 

 
 
 
3. MY 弁当の PR を

する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
4. 本時の振り返り

をする。 
 

５ 
 
 
 
 
 
 
20 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
15 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 

T1 T2  
 
 
 
 
 
 
・ワークシート

 
創意・工夫 
立てていた弁当

の献立を、栄養

のバランスの視

点で見直し、自

分なりに工夫す

ることができ

る。 
 
・テレビ 
・書画カメラ 

○OPAMのMY弁当作りや、

これまでの食の取り組みを

思い出し、振り返るとともに

本時のめあてをつかませる。 
 
 
○予め立てておいた献立を

食品群の表を見ながら、栄養

のバランスを確認させる。 
○何を加えれば（変える）よ

り栄養のバランスが整うの

かを見直し、計画書に記入さ

せる（ワークシートの「レベ

ルアップしたところ」欄）。 
 
 
 
〇ペアで互いの「MY 弁当」

計画書の交流をさせる。 
・互いでよいところなどを評

価し合う。 
○書画カメラを使い、計画書

を表示しながら弁当の紹介

と工夫したいところ（レベル

アップしたところ）等を発表

させる。 
 
○計画を立てて弁当を作る

ことへの意欲を高めさせる。 

 
 
 
 
 
 
○弁当作りのポイントをおさ

らいする。 
・栄養のバランス 
・旬 ・作成時間 ・価格 

・彩り ・衛生 ・地産地消 
 
○机間指導をしながら、児童

の思いを聞き必要に応じて

不足している栄養素を補う

工夫をアドバイスする。 
 
○「栄養のバランス」等の視

点から児童が工夫している

点を評価する。 
 
 
 
 
 
 
 
○本時の振り返りと全体を

通してのアドバイスをし弁

当作りへの意欲づけを行う。

弁当を作るときも、栄養のバランスを考えることが大切 

 

「MY 弁当」の計画書を完成させよう 
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 食 に 関 す る 指 導 の 全 体 計 画 

学 校 教 育 目 標 
 

よく学び 心豊かで たくましく生きる犬飼っ子の育成 

 
児童の実態 
・自分の事が好きという児童が増えつつある。 
・落ち着いて学習に取り組む子が増えてきている。 

・給食時間をとても楽しみにしている児童が多い中、食
べこみが少ない、偏食、食物アレルギーを抱えているな
ど課題を抱えている児童もいる。 

         
食 に 関 す る 指 導 目 標 

① 食事の重要性・・食事の喜び、楽しさの理解をする  
② 心身の健康・・・望ましい栄養や食事の摂り方を理解し、自ら管理していく能力を身につける 
③ 食品を選ぶ力・・食物の品質、安全性について自ら判断できる能力を身につける 

④ 感謝の心・・・・食物を大事にし、食物の生産にかかわる人々へ感謝する心を育む 
⑤ 社会性・・・・・食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身につける 
⑥ 食文化・・・・・地域の産物、食文化や食に関わる歴史を理解し、尊重する心をもつ 

                                                     
発達段階に応じた食に関する指導の到達目標 

 
低 
学 
年 

・食べ物に興味関心をもち、食品

の名前がわかる。 
・食事のあいさつができる 
・楽しく食べることができる。 
・正しい手洗いや身支度、給食の

準備片付けができる。 
           （など）

 
中 
学 
年 

・食べ物の働きに関心を持ち、なるべく好

き嫌いせずに食べようとする意欲を持

つ。 
・全ての食べ物に命があることがわかり、

食べることに感謝の気持ちを持つこと

ができる。 
・地域の農産物がわかる。 
・正しい食事のマナーを知り、マナー守っ

て楽しく食べることができる。（など）

 
高
学
年

・日常の食事に関心を持ち、バランスのとれた

食事の大切さがわかり、バランスよく食べよ

うとする意欲を持つ。 
・食に携わる人々の苦労と思いがわかり、感謝

して食べることができる。 
・地域の食文化のよさがわかる。 
・みんなと楽しく食事をすることのよさがわか

り、マナーを守ってみんなで楽しく食べるこ

とができる。       （など） 

【 指導の場 】                                      
              低 学 年 中 学 年 高 学 年 
 
 
特 
 
 
別 
 
 

活 
 
 

動 
 

給食の時間 
及び 

学級活動 

・楽しい給食  
・食事のあいさつ 
・食べ物の名前 
・感謝して食べよう(給食ができるまで) 

・正しい食事のマナー 
・食べ物の働き 
・好き嫌いなく食べよう 
・自分のからだの健康 
・感謝して食べよう(食べ物の命) 

・食事中にふさわしい会話 
・楽しい食事の仕方 
・バランスのよい食事(５大栄養素と
偏食) 
・感謝して食べよう(食に携わる人々)

・能率的で衛生的な給食の準備と後かたづけ ・衛生（手洗い等） ・地域の食材、旬の食材 ・郷土の食文化 ・朝
ごはん ・夏の食事 ・咀嚼（歯の健康） ・おやつ ・冬の食事(かぜの予防) ・野菜 ・骨の健康 ・ゴミ(ﾘｻｲｸﾙ)
・世界の食文化

 １ 学 期 ２ 学 期 ３ 学 期

 
学校行事 

 

・健康診断（成長と栄養）     
・遠足（弁当・おやつ） 
・修学旅行 

・運動会（運動と栄養） 
・収穫祭（収穫の喜び・感謝）  
・オープンスクール（弁当の日）  
・遠足（弁当の日） 

・卒業式 
・給食週間 
・遠足（弁当の日） 

児童会活動 
委員会活動 

・常時活動（掲示・放送など） 
・集会 

・常時活動（掲示・放送など） 
・集会 

・常時活動（掲示・放送など）
・集会   

 
   １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

   
   
   
   

   

 
 
 
教 
科 
・ 
総
合
的
な
学
習 
の
時
間
と
の 
関 
連 
 
 
 

  
生 活 

 

わくわくどきどき
しょうがっこう 
きれいにさいてね
わたしのはな 
かぞくにこにこだ
いさくせん 

まちはたからばこ 
めざせ野菜名人 
生きもの大すき 
ハートをつなごう 
あしたへダッシュ 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

総  合   
犬飼の町じまん 
野菜を育てよう 
豚を育てる仕事 

野菜作りを体験してみよう
1/2成人式を成功させよう

作った米を食べよう 
 

地域に学ぼう 

 
社 会 

 
 

 
 
 

もっと知りたいみんなの
まち 
見直そう私たちの買い物
調べよう物をつくる仕事
さぐってみよう昔のくら
し 

健康なくらしとまちづくり 
昔から今へと続くまちづくり
わたしたちの県のまちづく
り 

わたしたちのくらしと国土
食糧生産を支える人々

大昔の暮らし 
武士の世の中 
近代国家への歩み 
戦争から平和へ 
日本と世界のつながり 

理 科   植物を育てよう 
季節と生き物 
わたしたちの体と運動 

生命のつながり 

わたしたちをとりまくかんきょう
体のつくりとはたらき 
植物の成長と日光や水とのか
かわり 
生物とそのかんきょう 
生物と地球のかんきょう 

体 育   毎日の生活と健康 育ちゆくからだと私  病気の予防 

家 庭 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
    
 

わたしと家族の生活 
はじめてみようｸｯｷﾝｸﾞ 
できるようになったかな
家庭の仕事 
食べて元気に 
上手に使おう物やお金
家族とほっとタイム 

くふうしよう朝の生活 
くふうしよう楽しい食事 
考えようこれからの生活 
成長したわたしたち 

道徳の時間 
およげこいのぼり 
他 

できるねポンタ
くん 他 植物のふしぎ 他 みんなのためにできること

他 一枚の写真から 他 班長になってよかったな
他 

家庭・地域 
との連携 

・学校通信 ・学級通信   ・給食だより  ・給食試食会   ・PTA専門部活動 ・地域の生産者との交流（招待給食） 

・米作りや野菜作りなどを通しての聞き取りや体験活動 ・必要に応じての個別指導 
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